
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２２年 ６月７日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：2007～2009   

課題番号：19300307 

研究課題名（和文）子どものための安全マップ作成カリキュラムと防犯教育教材の開発に関す

る地理学的研究                     

研究課題名（英文） Developing children’s local safety map in school curriculum and 

the class room tool kit 

研究代表者 

大西宏治（Koji OHNISHI） 

富山大学・人文学部・准教授 

 研究者番号：10324443 

 
 
 
研究成果の概要（和文）：子どもの地域安全マップの作成カリキュラムと防犯教材の開発に地理

教育の視点から取り組んだ。日本では景観から犯罪危険性を読み取る教育として地域安全マッ

プづくりが行われている。英語圏の取り組みを見る限り、このような防犯学習は少なくとも地

理教育の観点からは日本のユニークな取り組みであることがわかった。カリキュラムは小学３

年生程度で実施するまち探検を利用して、景観に危険を読み取る技能の育成から始める。次に、

交通事故やその他の危険を地図から読み取る学習、最後に地形図などから地域の防災を取り上

げる。このように景観や地図を読み取る技能を段階的に身につけていくことが、地域の安全や

危険を読み取る技能の育成にもつながるであろう。 
 
研究成果の概要（英文）：We try to develop the children’s local safety map usage curriculum 
and tool kit from the view of geography education. In Japanese elementary school class, 
local safety map class is carried out in the period of integrated study but the content is 
almost geography education. They learn the landscape reading skill to distinguish the 
dangerous place and safe place through the local map activity. We made the model 
curriculum for local safety map. The 3rd and 4th grade elementary school pupils learn such a 
skill from the town exploring activity. Next step in 5th grade, they find the dangerous place 
through reading the traffic accidents point pattern and crime point map. Final step, in 5th 
and 6th grade they find the natural disaster like floods weak point from topographical map 
reading. Bringing up the children’s landscape and topographical map reading skill will 
make safe community building up ability on next generation. 
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１．研究開始当初の背景 

全国各地で子どもの安全を守るための
様々な取り組みがなされている。保護者や地
域住民が児童の通学時間に通学路に立ち、子
どもを見守ったり、登下校を送り迎えしたり
する取り組みや、地域住民や自治体による地
域パトロールなどがそれに当たる。 

そして、そのような取り組みの一つに「地
域安全マップ」（小宮，2005）の作成がある。
「地域安全マップ」とは、これまでにつくら
れてきた犯罪に関する様々な地図とは異な
り、子どもたちが地域を自らの足で実地調査
をし、地域に潜む危険は犯罪が発生する可能
性がある場所をみつけ、それらの情報を模造
紙の上に地図として描画し、まとめたもので
ある。犯罪は「犯罪を犯す人間＋犯罪を犯し
やすい環境＋犯罪被害者」の三つがそろった
ときに発生するという、犯罪社会学でいう犯
罪機会論を下敷きに、「犯罪を犯しやすい環
境」を見つけ出し、犯罪を回避する力を子ど
もたちに身につけさせる取り組みである。 
このような状況に対して、地理学やその関連
分野では、これまで、Web-GIS を用いた地域
の危険情報の配信や、Web 型の安全マップの
作成に取り組んできたが、その効果は十分に
は検討されていない。また、小宮がいう「地
域安全マップ」のように、児童の手で自らフ
ィールドワークを行い、子ども自身に地域の
中の危険を発見させ地図にまとめる取り組
みについて、わずかに寺本（2005，2006）は
パイロット調査的に取り組んだものの、地理
学の立場からほとんど検証されていない。 

子どもを犯罪被害から守るために「地域安
全マップ」を作成する活動の有効性が学校教
育現場や、犯罪社会学などの研究者の間で支
持されているものの、地図を活用した防犯教
育の方法論はまだ十分に確立しているわけ
ではない。 
 
２．研究の目的 
 近年、様々な地域で数多く作られるように
なった子どものための「安全・安心マップ」
を地理学的に検討し、現在作成されている
「安全・安心マップ」の問題点を明らかにす
るとともに、地理学・地図学的な知見を加え
た、子どものための新たな「安全・安心マッ
プ」の作成方法を開発し、その試作版を実験
的に作成することが、本研究の目的の第１の
目的である。目的の二つ目は、地理学の立場
から、地域の景観や地図から地域の危険を把
握するための小学生児童向けの教材開発、
GISを活用した効果的な安全マップ作成方法
の開発を行うことにある。最後に三つ目の目

的として、地域での子どもの安全性を高める
ために地域防犯力を向上させる施策として
の地域づくりの方法を地理学的に検討し、地
理学の立場から児童・生徒のための防犯教育
ならびに生涯学習としての防犯教育に関す
るカリキュラムを開発し、提言することにあ
る。 
 
３．研究の方法 

日本国内で数多くの小学校が安全マップ
作成を行っている。そこで、小学校で作成さ
れた地域安全マップを収集し、地域安全マッ
プの作成方法やねらい、そして、そのねらい
の達成度合いなどを分析する。そして、地域
安全マップづくりの問題点の導出を行い、そ
の改善方法の検討に着手する。 
またイングランドの中学校レベルの地理

教育で取り上げられる「犯罪の地理」につい
て検討する。 
さらに、GIS を用いて安全マップづくりを

行ってきたグループや学校、警察組織などが
ある。それらが作成した Web-GIS を用いた地
域安全マップとはどのようなものであり、ユ
ーザーにはどのように利用されていたのか
について、インタビュー調査を実施し、そこ
にある課題を導出する。 
 

４．研究成果 
（１）日本の安全マップについて 
①印刷される安全マップ 
 安全マップについては、印刷や web で提示
されるものとしては「危険地点提示型」のも
のが大部分となることが明らかとなった。交
通事故の発生地点や不審者発生情報などを
提示するものが多くを占める。作成主体は警
察や PTA・地域住民の場合が多く、警察では
事故や不審者情報に基づき作成され、PTA や
地域住民は聞き取り調査によって作成され
る。前者は届け出などに基づき、後者はアン
ケート調査や現地調査から情報を整理して
いる。また、前者は一定の行政区域を対象と
して縮尺の小さな地図を用いており、当該地
点を明瞭には示していない。場合によっては
密度分布などで危険な地点を示すこともあ
る。それに対して後者は大縮尺の背景図を用
いて、それぞれの地点が明瞭であり、周辺の
状況を定性的に示していることがわかった。 
 いくつかの主体が地域の安全情報を地図
化しているが、これとは意図の異なる安全マ
ップが登場している。それがいわゆる「地域
安全マップ」である。 
②地域安全マップ 
 犯罪機会論を下敷きに、子どもが景観から



危険地点を読み取るような教育の実施ツー
ルとして開発されたのが地域安全マップで
ある。子どもたちが身近な地域をフィールド
ワークし、その中で犯罪の危険がある場所を
景観から読み取る訓練を行う手続きとして
の地図である。フィールドワークで経験した
景観から危険を発見する手続きを知識とし
て定着させるためにフィールドワークの成
果を地図に書き表す。 
 このような意図があるものの、犯罪機会論
を空間に投影して授業を運営するのは容易
ではなく、地理学的な素養が必要とされるた
め、「地域安全マップ」を意図していても、
結果的に危険地点マップを作成してしまう
こともわかった。 
 
（２）英語圏の防犯の教材化 
 イギリスの中等学校段階の地理教育の中
でシティズンシップ教育と関連させ地理の
授業で「犯罪」が取り上げられることがわか
った。学習のねらいとしては、a）犯罪の概
括的理解、b)地域の犯罪状況の記述による地
理的理解、c）地域の犯罪環境改善の考察、
d)地域の犯罪環境の調査と資料の活用技能
育成、e)資料の分析、提示の技能育成にあり、
授業の展開の中に犯罪の地図の有効性や安
全環境の構築などを議論している。 
 英国での授業実践としてロンドンのクイ
ーン・エリザベス男子中学校（グラマースク
ール）とハムステッド総合中等学校（コミュ
ニティスクール）を調査した。両者の授業を
比較すると、授業の最後に何を志向するのか
が異なっている。前者では、犯罪の住民への
アンケート調査を実施し、そのデータを GIS
で整理して分析する形式で授業が進められ
ていた。客観的な犯罪実態の把握を志向して
いる。それに対して、後者では「身近な地域
の犯罪実態と撲滅のための環境設計」として
全体のまとめが行われ、学校のある地域コミ
ュニティを事例地域としてとりあげている。 
このようにイギリスでは犯罪・防犯が地理の
中で取り上げられていることがわかった。 
 米国でもサービスラーニングのなかで防
犯などの言及がないか調査を実施したが、本
プロジェクトの調査ではみつけることがで
きなかった。 
 
（３）GIS を活用した地域安全の分析 
 犯罪発生地点や交通事故の地点と土地利
用との関係を分析した。その結果、低層住宅、
低層密集住宅、中高層住宅、商業地、道路上
という土地利用が卓越することが明らかと
なった。また、犯罪ではこれらに加えて公園
と公共地が卓越することがわかった。また、
交通事故に関して面積あたり発生密度は幹
線道路、駅、学校に近いほど高くなることが
わかった。車両と子どもの活動空間の工作す

る場所がこのような結果を生み出している
ものと思われる。犯罪発生密度については、
学校と駅で高く、また商業地と住宅地の混在
地区でも高まっていた。 
 多くの事故が朝夕に発生し、犯罪が午後か
ら夕方に多発する。それに対して登下校時に
コミュニティで見守り活動をしており、時間
に対しては安全の保持に有効に機能してい
る。しかし、児童の活動空間は登下校や身近
な地域だけではなく、習い事や消費活動など
で広範囲に及ぶようになったことから、安全
保持のための空間の見守り戦略の見直しが
必要であろう。 
 
（４）防災への言及 
 ここまで防犯や事故に関する安全から暗
然マップを考えてきたが、自然災害について
も児童・生徒に教育する必要があるだろう。
特に、一般的な地域安全マップを作成する際
に、地域の点検をして、地域の中の災害の危
険を発見する景観読み取り技能や地図の読
み取り技能の構築を行う必要がある。 
 特に読図に関しては、新旧の地形図の比較
から土地条件を読み取らせたり、郷土の景観
変容を地形図からとらえる授業活動はこれ
まで高校生や生涯学習では取り組まれてき
た。また、水防法の改正で洪水ハザードマッ
プが全国の市町村で作成されたり、地震や地
滑りなどのハザードマップも作成されてい
ることから、これらを活用する授業やフィー
ルド調査を開発すべきであろう。 
 
（５）モデルカリキュラム 
カリキュラムはまずは導入時として小学

３年生程度で実施するまち探検を利用して、
景観に危険を読み取る技能の育成から始め
る。次に、交通事故やその他の危険を地図か
ら読み取る学習、最後に地形図などから地域
の防災を取り上げる。このように景観や地図
を読み取る技能を段階的に身につけていく
ことが、地域の安全や危険を読み取る技能の
育成にもつながるであろう。 
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